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小豆島プロジェクトは2016年、大学の共同研究調査に参加したことが起源
です。その際に島に魅了された１期のメンバーは、その後も島との交流を続け
ていきます。その中で見つけた①秋祭りに参加する、②島でインターンシップ
を開催する、の２つのゴール。しかし、ゴールを達成するには、小豆島島民へ
の仲間入りが必要となります。島民への仲間入りを実現する手段としてコラ
ボビール『しそとことん』の開発、販売を目指して活動がスタートします。

小豆島を知り・繋がり・愛する
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１期から引き継いだ、２期・３期はプロジェクトや小豆島への愛を受け継ぎな
がらコラボビール『しそとことん』の実現に向けて活動を展開します。赤しそ
の購入や販売先の確保など、茨木市内での繋がりの構築を同時に進めて
いきます。自ら、茨木市内に出歩きプロジェクトの説明や『しそとことん』の
説明を行いました。２期・３期のメンバーと繋がった茨木市民の方々は、現在
も小豆島プロジェクトの応援団として様々な場面でご協力頂いています。

受け継がれる小豆島への愛

02



コラボビール『しそとことん』が完成した2020年以降、小豆島プロジェクトは
新たな交流の手段を模索し始めます。その中で先輩方が残してきた小豆島
での調査結果の再考や茨木市内で展開されている市民活動に出会います。
この役割を担うのは現在の小豆島プロジェクトを担っている４期・５期のメン
バーです。受け継がれてきた愛をさらに大きくしながら活動を展開しています。
これまで①オンライン運動会、②姉妹都市コラボ商品の開発、を行いました。

想いや愛を新たな形で繋げる
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小豆島プロジェクトでは『しそとことん』の製作から販売まですべての過程
に携わります。まずは、購入した赤しその葉摘みの作業です。赤しその葉を１
枚１枚手作業で摘み取ります。摘み取った赤しそは、小豆島のビール醸造家
のもとへお送りします。そして、実際にメンバーも小豆島へ渡り、ビール作り
に携わります。摘み取った赤しそを綺麗に洗う作業や、原料の１つである麦
芽を挽く作業も行います。

『しそとことん』のすべて①
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粉砕した麦芽を大きな釜で混ぜていきます。この釜は私たちの身長程度の
大きさの釜であり、体験した作業で最も体力を消費する作業でした。その
後は綺麗に洗った赤しそを釜の中に入れていきます。釜に入った赤しそは葉
から色が抜け緑色に変化します。その後、熟成させる過程を踏まえたのち
『しそとことん』は完成です。熟成前の出来立てのビールは艶やかオレンジ
色で温かいビールあり、試飲させて頂いた事は非日常な経験となりました。

『しそとことん』のすべて②
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これまで２年間にわたり『しそとことん』を販売し
てきました。私たちは、小豆島でのビール作成の
参加に加えて、ラベルやチラシの作成も行います。
赤しその収穫時期を旬に近づけ、赤しその発色
を改良したり、毎年ラベルを更新し、その年なら
ではのビール作りに励んでいます。
また、チラシも、情報を届けたい世代の方を意識
して作成するなど、視覚からも小豆島プロジェク
トに興味を持って頂けるよう工夫しています。

『しそとことん』への
こだわり

06



販売1年目(2020年)には「いばらき青空マルシェ」にて、メンバーによる手売
り販売を行いました。また、当日は現地での飲み切り型での販売方法だったた
め、味や感想を聞く事も出来ました。茨木市長の福岡洋一様にもプロジェクト
の紹介や『しそとことん』の試飲を頂いたことは、当時のメンバーにとって、誇ら
しく感じる瞬間でした。小豆島プロジェクトでは活動の背景やこれまでの活動、
目指すゴールを『しそとことん』とともに伝えることを大切にしています。

『しそとことん』で直接伝える想い

07



２０２２年6月２３日、『しそとことん』３年目の取り組みが始まりました。今年
の赤しそは32キロと過去最高の量を使用します。また今年は初の試みとし
て本学の地域創造学部の１年生に赤しそ葉摘みワークショップへ参加して
頂きました。３年目を迎える『しそとことん』を使い、学内での小豆島プロ
ジェクトの認知向上にも努めています。また、３年目となる今年は従来とは
異なる新しい種類の『しそとことん』の開発が進められています。

３年目のビールと新たな試み
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２０２２年１０月８日、茨木市と小豆島を繋ぐ新しいカタチとして「オンラインス
ポーツ大会」を小豆島の社会福祉法人サンシャイン会にご協力頂き開催しまし
た。競技内容として、①傘玉入れ、②箱の中身はなんだろな、③スプーンリレー
を実施。メンバーは高齢者体験キットを着用し、体の動きにくさを体験しながら
実施しました。今後は姉妹都市交流をより活性化させるため、茨木市と小豆島
の福祉施設と小豆島プロジェクトを繋いだ共同開催を目指しています。

茨木市と島を繋ぐ新しいカタチ①
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２０２２年１０月２３日、茨木市と小豆島を繋ぐ新しいカタチとして「ふわふわ
だし巻きサンド」をIBALAB＠広場で開催されている「晴天ニ恵マレテ」に
て販売しました。これは茨木市産の卵と食パン、小豆島産の醤油を使用した
商品で、アルコールが飲めない方でも姉妹都市交流を感じて頂きたく企画
しました。ご協力頂いたのは、初代いばらき応援団長であり茨木コモンズの
メンバーでもある赤田裕明様。当日は見事完売し大成功を収めました。

茨木市と島を繋ぐ新しいカタチ②
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２０２２年11月19日・20日の2日間、「第42回茨木市農業祭～都市と農村
のふれあいを求めて～」が開催されました。当日は姉妹都市関係である小
豆島町の特産品販売ブースが開設され小豆島町から６つの団体が出店。そ
のうち３団体で商品販売や島の魅力PRのお手伝いを実施。島の方々と一緒
になって、小豆島の魅力を商品とともにお伝えしました。終了後に島の方々
からの感謝のお言葉を頂いた事は、私たちの今後の活動のさらなる原動力
になっています。
また、小豆島プロジェクトブースも設置し、６年の活動を示した写真展も開催
し、小豆島プロジェクトの活動の認知向上にも努めました。

茨木市で島と繋がり、伝える



Twitter
ID：@sdpotemon

Instagram
ID： sdp.otemon

Facebook
ID： sdp.otemon

追手門 小豆島プロジェクト

プロジェクトをもっと知るなら・・・

■SNS（Instagramをメインに更新中）

■動画 （追手門学院大学公式チャンネル）

「茨木と小豆島をつなぐクラフトビールを商品化～学生インタビュー」
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